
103鷲野谷の農園

第6章

文化遺産の保存・
活用に関する措置



　　

104

第６章　文化遺産の保存・活用に関する措置

　第５章において目指すべき将来像を掲げ，これに向けての現状と課題をあげ，課題解決に向けての方針

を定めた。目指すべき将来像に向けて，今回の計画期間において，これらの方針を達成するための具体的

な事業を次のような措置として行うこととした。なお，措置を進めるにあたっては，国庫補助金，県補助

や，デジタル田園都市国家構想交付金などの有効的な活用を図るとともに，民間資金の活用も検討して行

きたい。

　
A．「しらべる・価値をみいだす」
a- ⅰ . 把握調査・詳細調査

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

a-1 建造物把握調査事業
市内に点在する古民家や歴史的な建造物の所在状
況の情報把握を行い，柏市文化財管理 GIS ＊にプロッ
トする

　 　 ◎ ◎ 〇 〇 市費

a-2 仏像把握調査事業 把握調査の終わっていない旧沼南町エリアの仏像
調査を行い，柏市文化財管理 GIS にプロットする 　 　 ◎ 〇 市費

a-3 樹木把握調査事業 巨樹，古木，社叢などの把握調査を行い，柏市文
化財管理 GIS にプロットする 　 　 ◎ 〇 市費

a-4 新 美術工芸品把握調査
事業

美術工芸品（絵画・彫刻・工芸品）や美術工芸品
作家の所在状況の情報把握を行い，柏市文化財管
理 GIS にプロットする

　 　 ◎ 〇 〇 市費

a-5 文化遺産台帳と
分布図の更新

文化遺産情報を整理した台帳の情報更新とそれを
公開する分布図の更新を行い，文化遺産の追跡調
査の基礎資料とする

　 　 ◎ 市費

a-6 文化遺産調査事業・
寄贈寄託事業

市内の文化遺産所有者から，文化遺産の維持管理
等の相談を受けた際に，学術的な調査を実施し価
値を見出した上で，その後の取り扱いについて検
討する基礎資料とする

　 　 ◎ 〇 市費

a-7 ● 埋蔵文化財調査事業
開発等の事業に先行し，事前協議を行い，必要に
応じ埋蔵文化財の試掘・確認調査・本調査を実施
する

　 　 ◎ 〇
国補助
県補助
市費

a-8 ● 柏市北部縄文遺跡
調査研究事業

近年明らかとなってきた柏市北部における発掘調
査結果に基づき調査研究を行い価値づけを行う 　 　 ◎ 〇 〇 〇 市費

a-9 ● 未刊行遺跡発掘調査
報告書作成事業

過去に発掘調査が実施されたにも関わらず，報告
書が刊行されていない遺跡の調査報告書を作成す
る

　 　 ◎ 〇
国補助
県補助
市費

a-10 資料整理
ボランティア事業

寄贈・寄託を受けた古文書資料の整理と目録作成
作業を専門家，市民ボランティアの力を借りて行
う

　 　 ◎ 〇 〇 市費

a-11 建造物詳細調査事業
建造物所有者から相談を受けた際などに，学術的
な調査を実施し価値を見出し，その後の取り扱い
基礎資料とする

　 　 ◎ ◎ 市費

a-12 ● 仏像詳細調査と
報告書刊行

把握調査の終わっていない旧沼南町エリアの仏像
調査を行い，報告書を刊行する 　 　 ◎ ◎ 市費

a-13 ● 戦争遺産詳細調査と
報告書刊行

戦争遺産（柏飛行場，高射砲第二連隊など）の詳
細調査を行い，報告書を刊行する 　 　 ◎ ◎ ◎ 市費

a-14 新
●

篠籠田の獅子舞調査・記
録映像作成事業

これまで口承で伝えられてきた篠籠田の獅子舞の
学術的な調査を実施し，報告書や記録映像を作成
する

◎ 〇 〇 市費

a-15 新
●

東葛印旛大師調査・
記録映像作成事業

これまで口承で伝えられてきた東葛印旛大師の学
術的な調査を実施し，報告書や記録映像を作成す
る

◎ 〇 〇 市費

a-16 下田の杜調査研究事業
下田の杜の自然環境調査や歴史文化などの総合的
な調査及び保全や活用に必要な法律や制度の学習
を行う

〇 〇 ◎ 〇 団体費
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a- ⅱ . 価値をみいだす

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源
前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

a-17 新
●

文化財保護法令に基づく
指定等の推進

文化遺産の価値を市民に伝えるため，文化財保護
法令に基づく指定や登録を視野に入れながら，そ
の価値を明らかにする調査を行う

◎ 〇 市費

a-18 保存・活用に係る各種計
画の作成

染谷家住宅や旧吉田氏庭園などの文化遺産の価値
を適切に伝えるため，且つ積極的な活用を図るた
めの保存・活用に係る計画作成を検討する

◎ 〇 〇 〇 国補助

事業計画期間：前期＝ R5~7（2023∼2025）, 後期＝ R8~12（2026∼2030）, 濃色（実施），薄色（検討）
取組主体：◎＝主として取り組む主体，〇＝協力して取り組む主体，費用：団体費＝各団体で所持する費用

＊ GIS とは地理情報システムのことで，地図上の位置情報とこれに付随する属性情報を登録することができる。柏市文化財管理 GIS
には埋蔵文化財の情報が登録されている。今後は，建造物や美術工芸品などの各分野の情報をレイヤーに分けて登録する予定である。

B．「うけつぐ」
b- ⅰ．人づくり

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

b-1 ● 下田の杜 _ 里山・歴史文
化保全事業

下田の杜に残る自然環境や歴史文化の保全を行う。
また，下田の杜に残る「まてや」，主屋及び里山の
指定・登録を検討する

　 　 〇 〇 ◎ 〇 市費
団体費

b-2 ● 下田の杜 _ 交流事業

「自然観察会」「里山まつり」「芋掘り」「ボランティ
アの受け入れ」「カシニワ見学会」などのイベント
を開催し，子供たちに自然や歴史に触れてもらう
機会を創出する

　 　 〇 〇 ◎ 〇 市費
団体費

b-3 ● 下田の杜 _
教育支援活動事業

地域の小学生や中学生に対し自然観察や昔の道具
を使う体験型のプログラム，里山講座を通して，
自然と深く関わりながら生活をしてきた歴史文化
への理解を深める機会を創出する

　 　 〇 〇 ◎ 〇 市費
団体費

b-4 あけぼの山農業公園
縄文土器づくり講座

小学生，中学生を対象に市域で採掘した粘土と砂
を使い，当時の制作技法を忠実に再現しながら縄
文土器を作成する

　 　 ◎ 〇 〇 市費
参加費

b-5 あけぼの山農業公園
穴窯再生事業

あけぼの山農業公園の穴窯の修復を行い再生させ，
（仮称）「布施焼」の創出や子供たちへの体験講座
の開催を行う

　 　 ◎ 〇 〇 市費
参加費

b-6 新 GIGA スクール構想との
連携

子供たちが学校から配布されたタブレット等を活
用し，地域の文化財を訪れて，地域の歴史文化を
学習できるコンテンツを作成する

　 　 ◎ 〇 市費

b-7 「八朔相撲」における交
流の場づくり

布施地区で伝統的に行われてきた八朔相撲を通し
て，地域の歴史文化を知る交流の場とする 　 　 〇 ◎ 団体費

b-8 図書館との連携による地
域資料の収集・公開

図書館本館及び分館における地域資料の収集を連
携して行い，収集する資料の適切な対象と保管す
る場所を検討する。また，地域資料の公開ととも
に関連する所蔵図書の案内を行う

　 　 ◎ 〇 市費

b-9 ● 民話の里プロジェクト
増尾町会が町会内にある「民話」の文化的価値を
伝承・普及するために，ウォーキングコースの提
案や環境整備を行い地域の交流を促進する

　 　 〇 〇 ◎
国補助
市費
団体費

b-10 新
● 伝統行事交流事業

伝統行事主催者と地域外住民の交流機会をつくり
だし，伝統行事の意味を理解し，将来に継承する
ための担い手を育成する

　 　 〇 〇 ◎ ◎ 国補助
県補助
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事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

b-11 新 柏まつり
ワークショップ

「柏まつり」において，文化遺産に関する子供向け
の講座を行うとともに，市域の歴史文化や文化遺
産活用団体の紹介を行う

〇 ◎ 市費
団体費

b-12 わんぱく子供まつり
柏市青少年相談員連絡協議会が主催する「わんぱ
くこども祭り」において，市内の小学生を対象に
体験講座を開催する

〇 ◎ 市費

b-13 ● 旧吉田家住宅公開活用

指定管理者であるみどりの基金が主催する各種講
座，演奏会，主に吉田家に関する歴史文化の企画
展示などを通し，身近に地域の歴史文化に触れて
もらう機会を創出する

〇 〇 ◎ 市費

b-14 ● 旧手賀教会堂公開活用
保存修理工事において整備した解説パネルの拡充
や，寄贈を受けた染織品や祭具の修復を行い，こ
れらの資料の文化財指定及び企画展示を行う

◎ 〇 市費

b-15 古文書講読会
古文書講読会を開催することにより，市域の歴史
文化への理解を深めてもらうとともに，資料整理
ボランティアの育成を図る

◎ 〇 市費

b-16 篠籠田の獅子舞
継承事業

篠籠田の獅子舞，逆井囃子などが地域の小学生に
笛や踊りを教える活動の支援を行う。 ◎ 〇 〇 〇 市費

b-17 「鳥ビシャ」における交
流の場づくり

正月行事「鳥ビシャ」において，しん粉もちでつ
くる色とりどりの鳥を作る講座を行い，地域の歴
史文化を知る交流の場づくりを推進する

　 　 〇 〇 ◎ 〇 市費

事業計画期間：前期＝ R5~7（2023∼2025）, 後期＝ R8~12（2026∼2030）, 濃色（実施），薄色（検討）
取組主体：◎＝主として取り組む主体，〇＝協力して取り組む主体，費用：団体費＝各団体で所持する費用

b- ⅱ．仕組みづくり

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源
前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

b-18 建造物調査
人材育成事業

市内の建造物把握調査を通し専門知識を有する人
材の育成に努め，行政と協働で建造物に関する相
談窓口となれる人材を育てる

　 ◎ ◎ 〇 〇 市費

b-19 財源確保の仕組み
づくり

文化遺産の維持管理・保存修理に係る財源の確保
について，文化庁の資金調達ハンドブックなどを
参考に，検討する

　 ◎ 〇 〇 〇
国補助
県補助
市費

b-20 新
●

柏市文化財保存活用
地域計画推進協議会

文化遺産の所有者・関係団体，商工振興や農業振
興，地域振興などに関わる庁内関係部署で構成す
る協議会を立ち上げ，計画のモニタリング , 各団
体間での連携事業や新規事業の立ち上げを模索す
る

◎ 〇 ◎ 〇 市費

b-21 新
●

伝統芸能等保存団体連絡
協議会

保存団体が集まり，伝統芸能の継承や各コミュニ
ティの維持等について話し合い，新しい方法や手
段，または各団体同士の応援体制などについて協
議する

〇 〇 ◎ 〇 市費

b-22 新
●

酒井根地区文化財保存活
用区域作成ワークショッ
プ事業

文化財保存活用区域の住民を対象とした歴史講座
やワークショップを開催し，住民の歴史文化への
理解を深め，価値を共有する

〇 〇 ◎ 〇 市費
団体費

b-23 麗澤・地域連携実習事業
麗澤大学と連携し，プロジェクト遂行型学習を推
進する。学生と協働で市域の歴史文化の活用につ
いて検討していく

◎ ◎ 市費
団体費

b-24 ● 手賀沼スクールヤード事
業

子供たちへの校外学習や企業の社外研修やチーム
ビルディングを目的に，手賀沼に育まれた自然や
歴史文化，農業・漁業などを活かした体験学習講
座で，文化遺産の活用を行う

〇 ◎ 市費
団体費
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事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源
前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

b-25 ● あけぼの山公園さくら山
保全再生事業

造園や園芸文化史的に貴重であるさくら山の調査
研究と再生を千葉大学と連携して取り組み，貴重
な地域資源として活用していく

◎ ◎ 市費

b-26 ● 発掘調査体制の整備 直営もしくは地区文化財センターによる発掘調査
を適切に実施可能な体制整備の検討を行う 　 ◎ 市費

b-27 柏市郷土資料展示室
拡充事業

企画展示を充実させるため，学芸員の常駐する博
物館機能を持った展示室に拡充ができるか検討す
る。文化財保存活用区域の文化遺産を公開するた
めのガイダンス施設や周遊拠点となる施設整備を
行う

◎ 国補助
市費

事業計画期間：前期＝ R5~7（2023∼2025）, 後期＝ R8~12（2026∼2030）, 濃色（実施），薄色（検討）
取組主体：◎＝主として取り組む主体，〇＝協力して取り組む主体，費用：団体費＝各団体で所持する費用

C．「まもる」
c- ⅰ．修理・整備

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源
前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

c-1 ● 旧 吉 田 家 住 宅 の 保 存 修
理・活用整備事業

旧吉田家住宅の保存活用計画（令和 3 年（2021）
2 月認定）にしたがい，差茅等の保存修理工事や，
周辺樹木や園路整備等を進める

　 ◎ 国補助
県補助

c-2 ● 旧 手 賀 教 会 堂 の 保 存 修
理・活用整備事業

令和 2（2020）年度に茅葺屋根の差茅等の保存修
理工事と構造補強，トイレの設置や外構工事などの
活用整備を実施した。今後も定期的な維持管理が必
要となってくるためその経年状況をみながら計画を
進める

　 ◎ 県補助
市補助

c-3 ● 染谷家住宅の保存修理・
活用整備事業

令和 4（2022）年度までに，主屋・長屋門・文庫蔵・
前蔵の保存修理工事が終了するため，令和 5（2023）
年度はその他の附属屋の保存修理工事を実施する。
令和６（2024）年度以降は公開を行いつつ，保存
活用計画作成，活用整備の検討を行いつつ，活用団
体と連携した活用事業の模索を行う

◎ 国補助
県補助

c-4 紅龍山布施弁天東海寺の
保存修理工事事業

令和４（2022）年度から着手した現状調査を継続
する。現状調査終了後，文化財所有者と相談しなが
ら中長期の修繕計画を作成し，保存修理工事費の支
援を検討する

○ ○ ◎ 県補助
市費

c-5 指定等文化財等保存事業
指定等文化財等の文化遺産の修理や活用整備事業な
どを支援し，適切な保護を図るとともに，将来に継
承する

◎ 〇
国補助
県補助 
市費

c-6 ● 資料修復ボランティア事
業

寄贈・寄託を受けた資料のうち，劣化・損傷の激し
い資料を対象に，専門家・市民ボランティアの力を
借りて修復を行う

◎ 〇 〇 市費

c-7 ● 文化財の収蔵施設の
整備事業

文化財の収蔵品を収蔵・調査研究する拠点施設を整
備する 　 ◎ 市費

c-8 新 市指定文化財
松ヶ崎城跡の整備事業

市指定文化財松ヶ崎城跡の整備を行い，来訪者が安
全に見学できる状態を維持管理する ◎

国補助
県補助
市費

事業計画期間：前期＝ R5~7（2023∼2025）, 後期＝ R8~12（2026∼2030）, 濃色（実施），薄色（検討）
取組主体：◎＝主として取り組む主体，〇＝協力して取り組む主体，費用：団体費＝各団体で所持する費用
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c- ⅱ．防災・防犯

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

c-9 新
●

旧吉田家住宅の
防災設備整備工事

『重要文化財旧吉田家住宅保存活用計画』（令和 3
（2021）年 3 月発行）にしたがい，防災設備等の更
新整備を進める

　 ◎ 国補助
県補助

c-10 新 その他指定文化財の
防災設備工事

文化財所有者に防災設備工事およびその助成制度に
ついて周知する 　 〇 ◎ 県補助

市補助

c-11 新 地域防災計画における位
置付け

地域防災計画の改訂などに際し，文化財保護に関わ
る項目を調整し，計画に位置付ける ◎ 市費

c-12 新 文化財所有者及び周辺町
会による防災訓練の実施

指定文化財を対象として文化財防災訓練（文化財防
火デー）を実施し，見守り体制を強化する 〇 〇 〇 ◎ 市費

c-13
紅龍山布施弁天東海寺の
周辺町会と合同の防災訓
練の実施

紅龍山布施弁天東海寺を対象として文化財防災訓練
（文化財防火デー）を実施し，見守り体制を強化す
る

◎ 〇 〇 ◎ 市費

c-14 新 染谷家住宅の防災設備工
事

文化財所有者に防災設備工事およびその助成制度に
ついて周知する 〇 ◎ 県補助，

市補助

c-15 新 染谷家住宅の周辺町会と
合同の防災訓練の実施

染谷家住宅を対象として文化財防災訓練（文化財防
火デー）を実施し，見守り体制を強化する。 　 ◎ 〇 〇 ◎ 市費

c-16 新 手賀教会（聖画）の防災
設備工事

文化財所有者に防災設備工事およびその助成制度に
ついて周知する 〇 ◎ 市費

c-17 新 旧手賀教会堂の周辺町会
と合同の防災訓練の実施

旧手賀教会堂を対象として文化財防災訓練（文化財
防火デー）を実施し，見守り体制を強化する ◎ 〇 〇 ◎ 市費

事業計画期間：前期＝ R5~7（2023∼2025）, 後期＝ R8~12（2026∼2030）, 濃色（実施），薄色（検討）
取組主体：◎＝主として取り組む主体，〇＝協力して取り組む主体，費用：団体費＝各団体で所持する費用

D．「みがく」

d．広域連携・施策間連携

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

d-1
酒井根地区文化財保存活
用促進ワークショップ事
業

酒井根地区を，文化財保存活用区域とするため，住
民を対象とした歴史講座やワークショップを開催
し，住民の歴史文化への理解を深め，価値を共有す
る

◎ 〇 ◎ 〇 市費

d-2 ● 民話の里プロジェクト事
業

増尾町会が町会内にある「民話」の文化的価値を伝
承，普及するために，登場する場所を柏市観光協会
などの専門家に特定してもらい，ウォーキングコー
スの提案や環境整備を行い地域の交流を促進する

〇 〇 ◎
国補助・
市費・
団体費

d-3 ● 柏のむかしばなし観光資
源化事業

柏市観光協会が行う情報発信事業で，むかしばなし
ゆかりの地に解説看板を設置するとともに，マップ
を作成する

〇 〇 ◎ 団体費

d-4 ● 文化遺産巡りツアー
市域の文化遺産を巡り解説を行うツアーの開催を行
う。周遊コースを設定し，観光マップなどに掲載す
ることで，市内を訪れる観光客等の利用に供する

〇 〇 ◎ 〇 団体費

d-5 ● ちゃーりんぐ柏 特に，公共交通機関の未整備なエリアに点在する文
化遺産を自転車で周遊する動画を作成し，公開する 〇 ◎ 団体費

d-6 ● 歴史発見 かしわインフォメーションセンターがつくる市域の
文化遺産を巡るコースと解説ページ 〇 ◎ 団体費

d-7 ● フットパスツアー

柏観光プロダクションが主催するフットパスツ
アー。市域の自然や文化遺産の隠された面白さを発
見するとともに，柏らしさを探求し，そこでしか味
わえない体験を資源とし文化遺産を活用する

〇 ◎ 市費・
団体費

d-8 ● 手 賀 沼 ア グ リ ビ ジ ネ ス
パーク事業（1）

手賀沼周辺の地域が抱える課題（農業後継者の不足，
農村景観の喪失，地域コミュニティの衰退，文化継
承の危機）を，地域資源を活用しながら解決してい
く事業を行う

〇 ◎ 市費・
団体費
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事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

d-9
予 約 型 相 乗 り タ ク シ ー 

「カシワニクル」の利便
性向上

予約型相乗りタクシー「カシワニクル」を市内に点
在する文化遺産を周遊できる仕組みとする検討を行
う

◎ 国・県
補助

d-10 ばらっぱ饅頭，おかきの
地域ブランド化

食に関連した地域資源を活用した食品加工などの新
産業の創設と地域ブランドづくりを推進する 　 　 〇 ◎ 〇 国・県

補助

d-11 あけぼの山農業公園パー
クマネジメント事業

現在進められている民間事業者との連携（PPP）に
よるこの事業と連携し、地域の歴史文
化を活かした取り組みを行う

　 　 〇 ◎ 市費

事業計画期間：前期＝ R5~7（2023∼2025）, 後期＝ R8~12（2026∼2030）, 濃色（実施），薄色（検討）
取組主体：◎＝主として取り組む主体，〇＝協力して取り組む主体，費用：団体費＝各団体で所持する費用

E．「ひろめる , つながる」
e- ⅰ．価値をひろめる

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源前
期

後
期

行
政

専
門
家

団
体

市
民

e-1 ● 発掘調査現場見学会
柏市郷土資料展示室などでの展示をはじめ，発掘
現場での現地説明会や，市内文化財などによる公
開事業を開催し，歴史文化の魅力を発信する

◎ 〇
市費

e-2 ● 手 賀 沼 ア グ リ ビ ジ ネ ス
パーク事業（2）

手賀沼ガイドブック内で歴史資源を紹介・発信し
ていく 〇 ◎ 市費・

団体費

e-3 ● 橋本旅館古民家カフェ事
業

民間事業者の江戸創業の昭和初期建築の橋本旅館
の活用に対し主に活用整備支援を検討する 　 　 〇 ◎ ◎ 団体費

e-4 ● 地域の祭り，年中行事支
援事業

手賀囃子や逆井囃子，盆綱引きや篠籠田の獅子舞
などの地域の民俗芸能団体の相談を受け，道具の
修理や継承者不足問題について検討する

〇 ◎ ◎
団体費

e-5 旧 吉 田 家 住 宅 土 間 コ ン
サート事業

旧吉田家住宅の土間でコンサートを開催し，地域
の文化遺産を身近に感じてもらう ◎ 市費

e-6 旧吉田家住宅公開活用事
業

旧吉田家住宅歴史公園の指定管理者であるみどり
の基金が主催する各種講座，吉田ミュージックな
どの演奏会，主に吉田家に関する歴史文化の企画
展示などを通し，身近に地域の歴史文化に触れて
もらう機会を創出する

〇 ◎

市費

e-7 旧手賀教会堂公開活用事
業

復活祭やクリスマスの時期にイベントを開催し，
寄贈された祭具の展示や手賀教会として使用され
ていた時期の復元展示を行う

◎
市費

e-8 染谷家住宅公開活用事業

保存修理工事が終了する令和６（2024）年度以降
に保存活用計画作成，活用整備の検討を行いつつ，
食育推進など活用団体と連携した活用事業の模索
を行う

◎ 〇

国補助

e-9 「明日話せる柏学」続編
刊行事業

歴史文化の内容や魅力を解説したハンドブックを
作成し，講座テキストとしての活用をはじめ，観
光客向けのガイドブックとしても使用する

◎ 〇 〇
市費

e-10 松ヶ崎城まつり

松ヶ崎城跡において，市民，団体が交流する場づ
くりを推進する。また，地域の町会や他の城跡の
管理をおこなっている市民活動団体等との連携事
業を模索する

◎ 〇 ◎ 〇

団体費

e-11 手賀まつり
手賀まつりにおいて，手賀囃子の演舞や郷土料理
ばらっぱ饅頭の提供をとおし，市民，団体が交流
する場作りを推進する

　 　 〇 ◎ 〇
団体費

事業計画期間：前期＝ R5~7（2023∼2025）, 後期＝ R8~12（2026∼2030）, 濃色（実施），薄色（検討）
取組主体：◎＝主として取り組む主体，〇＝協力して取り組む主体，費用：団体費＝各団体で所持する費用
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e- ⅱ．観光資源・定住促進

事業名
（●：重点措置，新：新規事業） 事業内容

計画期間 取組主体

財源前
期

後
期

行
政
専
門
家
団
体
市
民

e-12 ● カシニワおにわ，おう
ち事業

歴史文化を活かしたまちづくりに関心の高い地
区を中心に，住環境再生課・住宅政策課と連携
し民間活用団体等とのマッチングを行い，空き
家活用などの事業を推進する

◎ 〇 〇

市費

e-13 新
酒井根地区文化財保存
活 用 区 域 作 成 ワ ー ク
ショップ事業

文化財保存活用区域の住民を対象とした歴史講
座やワークショップを開催し，住民の歴史文化
への理解を深め，価値を共有する

　 　 〇 〇 ◎ 〇
市費

e-14 文化遺産案内板等の設
置

市内に点在する文化遺産をめぐり，理解するた
めの解説板や案内板を設置する。見学のマナー
を周知する工夫を行う

◎
市費

e-15 文化遺産案内板・解説
書の多言語化

外国人観光客をサポートするための案内板や解
説書の多言語化を推進する ◎ 〇 〇 国補助

県補助

e-16 ● 文化財の収蔵施設の整
備事業

文化財の収蔵品を収蔵する施設を整備する ◎ 市費

e-17 染谷家住宅の活用拠点
施設の展示機能強化

文化財保存活用区域の活用拠点施設の展示機能
を強化し，文化財に対する理解を深める機能を
強化する

〇 ◎
国補助

e-18 ● まち旅かしわ・歴史発
見

ホームページや広報誌などを活用し，市の歴史
文化の魅力や活用事業に関する情報等の発信を
行う

〇 ◎
団体費

e-19 ● まちっと柏・ちゃーり
んぐ柏

ホームページや広報誌などを活用し，市の歴史
文化の魅力や活用事業に関する情報等の発信を
行う

〇 ◎
団体費

e-20 ● 柏 市 歴 史 デ ジ タ ル
ミュージアム

デジタルアーカイブを促進し，柏市の歴史文化
をインターネット上で紹介する歴史情報総合サ
イト（歴史系ポータルサイト）デジタルミュー
ジアムを充実させる

◎ 〇

市費

e-21 ● 柏市史料デジタルアー
カイブ

柏市が所有・管理する古文書や古写真等，歴史
的価値を有する記録資料を，「いつでも・どこ
でも・だれでも・自由に・無料で」，検索・閲
覧できるインターネットサービスを提供する

◎ 〇

市費

事業計画期間：前期＝ R5~7（2023∼2025）, 後期＝ R8~12（2026∼2030）, 濃色（実施），薄色（検討）
取組主体：◎＝主として取り組む主体，〇＝協力して取り組む主体，費用：団体費＝各団体で所持する費用

手賀の丘公園

第7章

文化遺産の一体的・
総合的な保存と活用




